
市民のみなさんへ　お知らせ

市民公益活動に関する掲載記事やお知らせを募集しています ！ 詳しくは、えんのわまで ！
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平成２９年度まちチャレセミナー 第６回目参加者募集中！

本誌に関する

お問合せ先参加者募集中！参加者募集中！参加者募集中！参加者募集中！参加者募集中！

　まちチャレセミナー　まちチャレセミナー●●

池戸 洋臣 さん池戸 洋臣 さん
い けど　  ひろ お みい けど 　  ひろ お み

東近江市総務部まちづくり協働課東近江市総務部まちづくり協働課

1996年、旧蒲生町役場入庁。2006年の市町合併後は財政課、東近江行政組合等を経
て、2016年からはまちづくり協働課で勤務。自治会やまちづくり協議会など市民活動
支援に取り組む。東近江市内でもたくさんの熱心な活動が展開されており、それぞれ
の活動が互いに結びついている。こうした、あたたかい志の数珠つなぎの一端となる
べく、日々、楽しみながら地域の活動の伴走支援に携わっている。

地域課題解決の仕組みづくり地域課題解決の仕組みづくり

　売り手も買い手もともに満足して、さらに社会貢献にもなるという三方よしの商売や

活動を目指している方は少なくないと思います。さまざまな地域課題がある現在、企業

や行政、NPO、そして、市民はどのような取り組みができるのでしょうか？それぞれの

立場を活かしながら、課題に取り組む新しい仕組みづくりについて、三方よしを心得な

がら商売をしていたという近江商人ゆかりの地、滋賀県から講師をお招きして、最新事

例を学びます。

日　時 ： ２０１８年２月１７日（土）　1３:00 ～ １５:３０
場　所 ： 塩尻市市民交流センター えんぱーく ５階　イベントホール
定　員 ： ２0名程度 （申し込み先着順、どなたでも参加できます）
対　象 ： 地域課題解決に関心のある個人、企業、NPO、行政の方、
　　　　 地域活動に取り組んでいる方 等
内　容 ： 近江商人の三方よしの具体例、
　　　　 滋賀県東近江市における協働・地域活動の先進事例
　　　　 ソーシャル・インパクト・ボンド 等
申込み ： 塩尻市市民交流センター 交流支援課、NPO法人えんのわ

講師・講座内容

参加

  無 料！

三方よしから学ぶ

『三方よしから学ぶ
 地域課題解決の仕組みづくり』
『三方よしから学ぶ
 地域課題解決の仕組みづくり』
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塩尻市では、協働のまちづくり基金を活用して新たなまちづくりの担い手となる団体や活動を応援する補助金を交付しています。
平成29年度まちづくりチャレンジ事業では、公開選考会を経て7事業が採択されています。

まちチャレ情報まちチャレ情報

トトモニトトモニ 『あの人とともに』『あの人とともに』特 集 VOL.6

20万円
助成額

ステップアップ ステップアップ ステップアップ トライアル トライアル

① 特定非営利活動法人
 NPOホットライン信州

子どもたちが安心感と自己肯定感を
抱ける居場所づくり。

信州ふれあい食堂事業名

まちづくりチャレンジ事業の種類　　　　：ステップアップ／ 　　　：トライアル
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副代表

髙瀬 志保 さん
副代表

髙瀬 志保 さん

代 表

上間 春江 さん
代 表

上間 春江 さん

広 報

矢崎 美和 さん
広 報

矢崎 美和 さん

写真提供：矢崎美和（子どものミカタプロジェクト）

ステップアップ トライアル

40万円
助成額

40万円
助成額

40万円
助成額

10万円
助成額

10万円
助成額

10万円
助成額

② ちび商人（あきんど）

事業名

地元で取れた旬の野菜の消費拡大を図り
ながら、人と人とのつながりを創出する。

地元産の旬の「美味しい」を
地元の皆さんに届けるプチマルシェ
「ちび商人」

③ さつき会

勝弦地域の魅力を高め、観光資源の整備
を行うことで観光客の回遊、誘致につな
げる。

勝弦（かっつる）地域
魅力アップ事業

事業名

④ 塩尻
 「学び」マネジメント

子どもたちの主体的・協働的な『学び』を
実践し、人間関係づくりと学力向上につ
なげる。

自主的・協働的な学びを実践する
「学び」のマネジメント

事業名

① おひさまの会

読み聞かせやパネルシアターやリトミッ
ク等と触れ合う機会を増やし、子育ての
一環として地域社会に貢献していく。

事業名
おひさまの会
「おはなしリトミックの始まり始まり」

② 子どものミカタ
    プロジェクト

子育てをよりよいものにしたいと願う大
人たちが、子どもや自分自身の「味方」に
なってサポートを行うこと。

事業名 子育てサポートコミュニティ
ママのミカタカフェ

③ 宮下地区お助け隊

ウォーキング用の遊歩道の整備による地
域住民の健康増進及び地域間コミュニ
ケーションの醸成。

事業名 歩け歩け運動の安全な専用道


